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(57)【要約】
【課題】　塵等の固形物が容器本体内の希釈液中に混入
した場合であっても、固形物を除去した検液を取り出す
ことができ、また、容器本体内の検液を取り出す検液取
出口周囲に汚れや細菌が付着する危険性の無い環境微生
物検査用拭き取り器具をえる。
【解決手段】　圧縮変形可能な胴部を有する筒状の容器
本体３と、容器本体３の開口部４に着脱可能に装着され
る蓋体５と、蓋体５に基端部が固定或いは一体化され容
器本体３内に挿入されるスティック部６と、スティック
部６の先端に設けられて容器本体３の開口部４へ蓋体５
を装着した状態で容器本体３内の希釈液２に浸漬される
拭き取り用含浸体７とを備えてなり、容器本体３の底部
９には、底部９から突出する小径筒状部により構成され
る検液取出口１２を開口して設け、検液取出口１２には
菌を通過させるが塵等の固形物を通過させないフィルタ
ー１４を配置しており、さらに検液取出口１２には、検
液取出口１２を封止する栓１４を着脱可能に装着した。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮変形可能な胴部を有する筒状の容器本体と、該容器本体の開口部に着脱可能に装着
される蓋体と、該蓋体に基端部が固定或いは一体化され前記容器本体内に挿入されるステ
ィック部と、該スティック部の先端に設けられて前記容器本体の開口部へ蓋体を装着した
状態で容器本体内の希釈液に浸漬される拭き取り用含浸体とを備えてなり、前記容器本体
の底部には、底部から突出する小径筒状部により構成される検液取出口が開口して設けら
れ、該検液取出口には菌を通過させるが塵等の固形物を通過させないフィルターが配置さ
れており、さらに前記検液取出口には、該検液取出口を封止する栓が着脱可能に装着され
ていることを特徴とする環境微生物検査用拭き取り器具。
【請求項２】
　前記容器本体の底部には、前記検液取出口を覆う帽体が設けられていることを特徴とす
る請求項１に記載の環境微生物検査用拭き取り器具。
【請求項３】
　前記検液取出口に装着される栓は、前記帽体と一体に形成されていることを特徴とする
請求項２に記載の環境微生物検査用拭き取り器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機関や食品製造所及び医薬品製造所などで使用される環境微生物検査用
拭き取り器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　環境微生物検査には簡易な検査が開発されており、培養を主体とする従来法と、微生物
による汚染度を判定できる試薬を使った方法などがある。  
　培養を主体とする従来法においては、一般的に拭き取り法（スワブ法とも呼ばれている
。）によって、物体表面の付着菌を綿棒などで拭き取る操作が実施されている。例えば、
機器、器具、作業台などの物体の表面を、リン酸緩衝液あるいは生理食塩水等の希釈液の
一定量を含浸させた綿棒を用いて付着菌を拭き取る操作が実施されている。物体表面の付
着菌を拭き取った綿棒を同一の溶液を収容した合成樹脂製の容器に入れ、激しく振り動か
すか、または殺菌力を持たない程度の弱い超音波で振り動かす。このようにして得られた
浸出液を検液として取り出し、この検液を培養した後、出現した細菌の集落を計測し、拭
き取った面積の菌数を算出する。
【０００３】
　このような環境微生物検査に用いられる器具として、希釈液を収容する容器本体と、こ
の容器本体の開口部に着脱可能に装着される蓋体と、この蓋体に固定された先端に綿球を
備えた綿軸棒とを有し、蓋体には容器本体内外を連通し、容器本体内部の液を取り出し可
能とする連通路が設けられ、かつ、この連通路の上端開口部を封止可能な上蓋を備えた環
境微生物検査用拭き取り器具が開示されている（例えば、特許文献１参照。）。この環境
微生物検査用拭き取り器具は、容器本体に収容された希釈液に浸漬されている綿球を用い
て拭き取り操作を行った後、再度綿球を容器本体に収容することで、綿球に付着した細菌
（検体）を希釈液中に回収し、その後、容器本体を逆さにして検液を蓋体に設けられてい
る連通路から取り出す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３４４２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、上記した環境微生物検査用拭き取り器具によれば、綿球で拭き取り操作
を行った際に、塵等の固形物まで捕集してしまった場合、この塵等の固形物が希釈液中に
混入してしまい、検液の取り出しや検査に支障をきたすといった問題がある。また、容器
本体内から検液を取り出す開口部となる連通路が蓋体に設けられているが、この蓋体は先
端に綿球を備えた綿軸棒を有しているため、物体表面の付着菌の拭き取り操作では必ず蓋
体を把持して行われることから、把持した指を介して蓋体に汚れや細菌が付着する危険性
がある。蓋体に汚れや細菌が付着すると、容器本体内から検液を取り出す際に、蓋体に設
けられている開口部から滴下する検液が、蓋体に付着している汚れや細菌に触れて汚染さ
れ、検査結果の信頼性を損ねてしまうおそれがあることから、蓋体は検液を取り出す取り
出し口を設ける箇所として好ましくないといった問題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、塵等の固形物が容器本体内の希釈液中に混入した場合であっても、固
形物を除去した検液を取り出すことができ、また、容器本体内の検液を取り出す検液取出
口周囲に汚れや細菌が付着する危険性の無い環境微生物検査用拭き取り器具を提供すると
ころにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、圧縮変形可能な胴部を有する筒
状の容器本体と、該容器本体の開口部に着脱可能に装着される蓋体と、該蓋体に基端部が
固定或いは一体化され前記容器本体内に挿入されるスティック部と、該スティック部の先
端に設けられて前記容器本体の開口部へ蓋体を装着した状態で容器本体内の希釈液に浸漬
される拭き取り用含浸体とを備えてなり、前記容器本体の底部には、底部から突出する小
径筒状部により構成される検液取出口が開口して設けられ、該検液取出口には菌を通過さ
せるが塵等の固形物を通過させないフィルターが配置されており、さらに前記検液取出口
には、該検液取出口を封止する栓が着脱可能に装着されていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の、前記容器本体の底部には、前記検液取出
口を覆う帽体が設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の、前記検液取出口に装着される栓は、前記
帽体と一体に形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の環境微生物検査用拭き取り器具によれば、容器本体の底部に、底部か
ら突出する小径筒状部により構成される検液取出口が開口して設けられ、該検液取出口に
は菌を通過させるが塵等の固形物を通過させないフィルターが配置されているので、拭き
取り用含浸体で拭き取り操作を行った際に、塵等の固形物まで捕集してしまい、この塵等
の固形物が希釈液中に混入した場合であっても、容器本体内の検液を検液取出口から取り
出す際に検液取出口に配置されたフィルターにより検液から塵等の固形物が除去され塵等
の固形物が混入していない検液を得ることができる。
【００１１】
　また、容器本体内から検体を取り出す検液取出口が容器本体の底部に設けられており、
物体表面の付着菌の拭き取り操作時における取り扱いに際し、容器本体の底部周囲に指等
が触れるようなことが無いので、検液取出口の周囲へ汚れや細菌が付着する危険性が無い
。
【００１２】
　請求項２に記載の環境微生物検査用拭き取り器具によれば、請求項１に記載の、容器本
体の底部に、検液取出口を覆う帽体が設けられているので、検液取出口の周囲への汚れや
細菌の付着を防止することができる。
【００１３】
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　請求項３に記載の環境微生物検査用拭き取り器具によれば、請求項２に記載の、検液取
出口に装着される栓は、帽体と一体に形成されているので、容器本体の底部から帽体を外
すと検液取出口を封止している栓も検液取出口から外れることになり、容器本体内の検液
を検液取出口から取り出す際に、検液取出口の周囲に指等が触れることなく検液取出口を
開口することができることから、検液取出口の周囲への汚れや細菌の付着を確実に防止す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る環境微生物検査用拭き取り器具の実施の形態の一例を示す斜視図で
ある。
【図２】図１に示す環境微生物検査用拭き取り器具の縦断面図である。
【図３】図１に示す環境微生物検査用拭き取り器具における検液取り出し状態を示す縦断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る環境微生物検査用拭き取り器具の実施の形態の一例について、図面
を参照しながら説明する。図１は本例に係る環境微生物検査用拭き取り器具を示す斜視図
、図２は図１の環境微生物検査用拭き取り器具の縦断面、図３は図１に示す環境微生物検
査用拭き取り器具における検液取り出し状態を示す縦断面図である。
【００１６】
　本例の環境微生物検査用拭き取り器具は、圧縮変形可能な胴部１を有し内部に希釈液２
を収容した筒状の容器本体３と、容器本体３の開口部４に着脱可能に装着される蓋体５と
、蓋体５に基端部が固定或いは一体化され容器本体３内に挿入されるスティック部６と、
スティック部６の先端に設けられて容器本体３の開口部４へ蓋体５を装着した状態で容器
本体３内の希釈液２に浸漬される拭き取り用含浸体７とを備えている。
【００１７】
　前記圧縮変形可能な胴部１を有する筒状の容器本体３にあっては、本例では高密度ポリ
エチレンなどの軟質の合成樹脂で形成されている。さらに詳細には、本例の容器本体３は
、胴部１を形成する筒体８の一方の開口側に蓋体５を装着する開口部４を形成し、他方の
開口側を閉じて底部９を形成した構成となっている。そして、開口部４の外周には、蓋体
５の内周面に形成された後述するところの雌ネジ部に螺合する雄ネジ部１０が形成されて
いる。
【００１８】
　本例では容器本体３の開口部４及び底部９の部位の間を構成する胴部１は、圧縮変形を
より容易にするために、開口部４及び底部９の部位に比べ肉薄に形成されている。また、
胴部１は、容器本体３を持ち易すくし、また容器本体３の転がりを防止するため断面多角
形に形成されており、また、内部が透視できるように透明或いは半透明となっている。
【００１９】
　容器本体３の開口部４に着脱可能に装着される蓋体５にあっては、その内周面に開口部
４の外周に形成された雄ネジ部１０に螺合する雌ネジ部１１が形成されている。また、蓋
体５の天井部５ａの内面にはその中心位置にスティック部６の基端部が挿入されて固定さ
れる筒状のスティック支持部５ｂが一体に突設されて構成されている。
【００２０】
　このスティック部６の先端に設けられいる拭き取り用含浸体７にあっては、収縮性があ
り且つ液体を含浸出来る素材であれば特に限定されず、綿や合成繊維等の繊維質、発泡ウ
レタン等の合成樹脂、またはこれらの組合せの材質からなり、その形状にあっては、綿球
状、匙状、リング状、細かい凹凸のあるもの等、細菌を採取しやすい構造となっている。
本例では、拭き取り用含浸体７は希釈液２により劣化が生じず、且つ耐摩耗性のある発泡
ウレタンや発泡ポリエチレンなどのスポンジ状の発泡合成樹脂で構成されている。
【００２１】
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　また、前記の容器本体３の底部９には、底部９から突出する小径筒状部により構成され
る検液取出口１２が開口して設けられている。この検液取出口１２には、菌を通過させる
が塵等の固形物を通過させないフィルター１３が配置されており、さらに検液取出口１２
には、検液取出口を封止する栓１４が着脱可能に装着されている。フィルター１３にあっ
ては、菌を通過させるが塵等の固形物を通過させないものであれば、その材質や構造は特
に限定されない。
【００２２】
　本例では、容器本体３の底部９は胴部１と別体に構成され、底部９は胴部１の底部側に
装着された底蓋体１５により構成されており、この底蓋体１５の天井部１５ａに前記の検
液取出口１２が設けられている。
【００２３】
　詳細には、胴部１の底部側の外周には、底蓋体１５の内周面に形成された後述するとこ
ろの雌ネジ部に螺合する雄ネジ部１６が形成されている。また、胴部１の底部側に装着さ
れる底蓋体１５にあっては、その内周面に胴部１の底部側の外周に形成された雄ネジ部１
６に螺合する雌ネジ部１７が形成されている。そして、底蓋体１５の天井部１５ａには前
記検液取出口１２が外方へ突出して設けられている。
【００２４】
　さらに、底蓋体１５には、底蓋体１５の天井部１５ａに被せて検液取出口１２を覆う帽
体１８が設けられている。帽体１８はヒンジ１９を介して底蓋体１５に取り付けられてお
り、本例では、帽体１８は薄肉により形成されるヒンジ１９を介して底蓋体１５と一体に
構成されている。
【００２５】
　また、本例では、検液取出口１２を封止する栓１４は帽体１８と一体に形成され、帽体
１８の内面に突出して設けられており、帽体１８を底蓋体１５の天井部１５ａに被せたと
き、帽体１８の内面に設けた栓１４が底蓋体１５の天井部１５ａに設けられている検液取
出口１２に挿入されて検液取出口１２を封止するようになっている。  
　さらに、本例では容器本体３の胴部１に、容器本体３から取り出す検液の分注量を示す
目盛り２０が表示されている。
【００２６】
　このように構成された環境微生物検査用拭き取り器具は、リン酸緩衝液あるいは生理食
塩水等の希釈液２が収容された容器本体３内にスティック部６の先端側を挿入することに
より拭き取り用含浸体７が希釈液２に浸漬される。そして、蓋体５を容器本体３の開口部
４に螺合して装着することにより容器本体３の開口部４が封止される。この状態で、高圧
蒸気や放射線などで滅菌し、かかる状態で、保管や搬送が行われる。
【００２７】
　検体採取現場では、容器本体３から蓋体５を外し、スティック部６の先端に設けられた
拭き取り用含浸体７を容器本体３から取り出し、拭き取り用含浸体７で物体表面を拭き取
って物体表面に付着している細菌を採取する。その際、容器本体３からスティック部６の
先端に設けられた拭き取り用含浸体７を取り出すときに、容器本体３の胴部１を押し潰し
て縮径させ、ここを通る拭き取り用含浸体７を絞り、余分な希釈液２を除去することによ
り、拭き取り用含浸体７における希釈液２の含浸量を適量にすることができる。
【００２８】
　そして、拭き取り用含浸体７による拭き取りを行った後、再度拭き取り用含浸体７を容
器本体３内に挿入して、蓋体５を容器本体３の開口部４に螺合して装着する。これにより
細菌を採取した拭き取り用含浸体７は再び希釈液２に浸漬され、この状態で容器本体３を
振ることにより拭き取り用含浸体７で採取された細菌が希釈液２中に回収されて検液を得
ることができる。
【００２９】
　このようにして得られた検液を容器本体３から取り出す場合、容器本体３の底部９を構
成する底蓋体１５の天井部１５ａから帽体１８を外すとともに検液取出口１２に挿入され
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ている栓１４を抜き取り、容器本体３の胴部１を押し潰して縮径させて、容器本体３内に
ある検液を検液取出口１２から滴下させて取り出す。このとき、検液取出口１２にはフィ
ルター１３が配置されているので、拭き取り用含浸体７による拭き取りにより塵等の固形
物までもが希釈液中に混入した場合であっても、容器本体３内の検液を検液取出口１２か
ら取り出す際にフィルター１３により検液から塵等の固形物が除去され塵等の固形物が混
入していない検液が得られる。
【００３０】
　このようにして容器本体３から取り出された検液は、シャーレや試験管等の検査容器に
所定量分注されるが、この際、本例では容器本体３の胴部に、容器本体３から取り出す検
液の分注量を示す目盛り２０が表示されているので、目盛り２０を確認しながら滴下させ
ることにより必要量の分注を確実に行うことができる。
【００３１】
　本例の環境微生物検査用拭き取り器具は上記のようにして使用されるが、容器本体３内
から検体を取り出す検液取出口１２は容器本体３の底部９に設けられているので、物体表
面の付着菌の拭き取り操作時における取り扱いに際し、容器本体３の底部周囲に指等が触
れるようなことが無く、検液取出口１２の周囲へ汚れや細菌が付着する危険性が無い。特
に本例では、容器本体３の底部９に検液取出口１２を覆う帽体１８が設けられているので
、検液取出口１２の周囲への汚れや細菌の付着を防止することができる。
【００３２】
　さらに、本例では検液取出口１２に装着される栓１４が帽体１８と一体に形成されてい
るので、容器本体３の底部９から帽体１８を外すと検液取出口１２を封止している栓１４
も検液取出口１２から外れることになり、容器本体３内の検液を検液取出口１２から取り
出す際に、検液取出口１２の周囲に指等が触れることなく検液取出口１２を開口すること
ができることから、検液取出口１２の周囲への汚れや細菌の付着を確実に防止することが
できるとともに、検液取出口１２からの栓１４の取り外しを容易に行うことができる。
【００３３】
　また、本例では、容器本体３の底部９は胴部１と別体に構成され、底部９は胴部１の底
部側に装着された底蓋体１５により構成されており、この底蓋体１５の天井部１５ａに前
記の検液取出口１２が設けられているので、容器本体３の底部９に検液取出口１２を容易
に設けることができる。
【符号の説明】
【００３４】
１　胴部
２　希釈液
３　容器本体
４　開口部
５　蓋体
５ａ　天井部
５ｂ　スティック支持部
６　スティック部
７　拭き取り用含浸体
８　筒体
９　底部
１０　雄ネジ部
１１　雌ネジ部
１２　検液取出口
１３　フィルター
１４　栓
１５　底蓋体
１５ａ　天井部
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１６　雄ネジ部
１７　雌ネジ部
１８　帽体
１９　ヒンジ
２０　目盛り

【図１】 【図２】
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